
また，同会合開催中，今後のOECD事務局の活動方針を議論するビューローメンバー会議が開催

され，是川も7名からなるビューローメンバーの一人として参加した．同会合では来年1月に開催予

定のハイレベル政策会合の内容について議論が行われた． （是川 夕 記）

第10回人口地理学国際会議

2019年7月1日から3日にかけて，英ラフバラ大学（LoughboroughUniversity）において第10

回人口地理学国際会議（10thInternationalConferenceonPopulationGeographies，以下ICPGと

略）が開催された．ICPGは，人口地理およびその関連分野の研究者が定期的に集って最新の研究成

果を発表する国際的な学術集会として，2002年の第1回大会（英セント・アンドリューズ）以降ほぼ

2年ごとに開催されている．今回の大会では，17の一般セッションで約90の研究報告が行われたのに

加え，2つの基調講演セッション及びTheFutureofPopulationDataと題するパネル討論セッショ

ンが設けられた．基調講演では，トランプ政権誕生以降の米国内における移民人口の分布の変化に関

する分析や，イギリスのEU離脱（いわゆるBrexit）をめぐる混乱について，国境を越えて移動す

る人々の視点からの考察に基づく報告が行われ，こうした政治的動向の影響への関心の高さがうかが

われた．一般セッションのテーマは，国内・国際人口移動，地域人口，家族・世帯，高齢化・ライフ

コースと多岐に及び，いずれも活発な討論が行われたが，前回大会（2017年，米シアトル），前々回

大会（2015年，オーストラリア・ブリスベン）と比較して，地域人口推計に関する手法や評価に関す

る研究報告が少ない印象を受けた．

当研究所からは，林玲子（国際関係部長），小池司朗（人口構造研究部長），菅桂太（人口構造研究

部第1室長），鎌田健司（人口構造研究部第2室長），井上希（社会保障基礎理論研究部研究員），筆

者の6名が参加し，以下の研究発表を行った．

（いずれも口頭発表）

・ReikoHayashi"Healthandlong-termcareworkforceshortageandtheroleofmigration"

・ShiroKoike,KeitaSugaandKenjiKamata"TheMethodsandResultsoftheRegionalPopula-

tionProjectionsforJapan"

・MasatakaNakagawa"MigrationofAdultChildren,LivingArrangementsandGeographical

DistancestoParents:AnalysisoftheJapaneseNationalSurveyonMigration"

・KeitaSuga,ShiroKoike,KenjiKamata,FutoshiIshii,MihoIwasawaandMasakazuYamauchi

"MunicipalDeathandBirthProjectionsConsistentwithIPSS(2018)RegionalPopulation

ProjectionsofJapan:2015-2045"

・KenjiKamata,ShiroKoike,KeitaSuga,MasakazuYamauchi"AnEvaluationontheAccuracy

fortheRegionalPopulationProjectionsinJapan-InvestigationonSpatialDependenciesin

theAge-SpecificProjectionErrorRates"

・TakashiInoueandNozomuInoue"TheWebSystemofSmallAreaPopulationProjectionsfor

theWholeJapananditsApplications:FocusingonRapidAginginJapan"

なお，次回（第11回）のICPGは2021年9月に東京で開催されることが決定しており，ラフバラ

大会2日目の夕食会では，次回のホスト校となる青山学院大学の井上孝教授による大会案内のプレゼ

ンテーションが行われた． （中川雅貴 記）
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